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運動機能低下や精神症状など健康問題による医療資源の活用と，症状による quality of 
life(QOL)低下が明らかとなり，退院後の患者の健康問題にも着目する必要性が明らかに
された（Modrykamien, 2012）． 






































重ねて PICSアセスメントツールの暫定版を作成することができた．  
 
Ⅳ. 第 2次研究：PICSアセスメントツールの内容妥当性の検討 
目的：作成した PICSアセスメントツールの項目ごと・項目全体の内容妥当性の検討を行
い，内容妥 
















































































目を含めて 32項目の計 38 項目となった．豆知識として，入院時・治療のリスクと PICS予




















ていない.そのため, PICS が見逃されている可能性があり,ICU看護師が PICS を早期発見
できるためのアセスメントツールの開発を行ったことは,今日の我が国の社会的背景から
も高く評価できる.  
本論文はシステマティックレビューの第 1 次研究から,実際に ICU 看護師がアセスメン
トツールを活用する第 4 次研究まで,丁寧なプロセスを経ていることは,博士論文として評
価できる. 第 1 次研究ではシステマティックレビューに基づいたツールの作成を行った. 





ツールを開発することができた. 第 3 次研究では PICS アセスメントツールの洗練と評価
者間信頼性・判定結果の一致度の検証を実施した. PICS アセスメントツールの洗練は,ICU 
経験年数 10 年程度の看護師と行い,評価者間信頼性と判定結果の一致度を検証は,1 年以上
勤務経験のある看護師 42名を対象者に行った.その結果,修正を加え,36項目からなる PICS
アセスメントツールになった.修正後のκ係数は中等度の一致度であり信頼性が確認でき
た. 第 4次研究では PICS アセスメントツールの実用可能性を検証した.ICU 経験が 1年以
上の ICU 看護師延べ 58 名により,PICS アセスメントツールへの記載内容とカルテ記載また
は情報提供を基に評価の判定を行った評価に要した時間は 10 分以内であり,日常的な使用
が可能であった. 以上の段階的に行われた研究により,信頼性と妥当性を確認したうえで





本論文の一部は,International Council of Nurses Congress 2019 にて報告した.また,
日本救急看護学会の学会誌 23巻(2020 年),日本クリティカルケア看護学会誌 15 巻(2019
年)に掲載されており,学術的意義は高いと考える。  
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